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玉野市畑町内会と岡山理科大学の土砂災害防止に向けた取組み

―2004年台風23号による災害を教訓として―

総合情報学部生物地球システム学科　能美　洋介，西村　敬一

玉野市畑町内会　石井　悳
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「玉野市畑地区の土石流災害について」　2004年10月20日午後に高知県南岸を通過した台風23号は，各地に大きな爪あとを残したが，なかでも玉野市畑地区で発生した土石流災害は5名の犠牲者を出す大惨事となった．晴れの国と称される岡山県は，大規模な土砂災害が比較的少ないことからこの災害は各方面に衝撃を与えることとなった．畑地区を含む玉野市宇野の一帯は，花崗岩の風化残礫が地表面に露出した，いわゆる悪石地形をなしている．住宅地の近傍でも急斜面となっていることが多いことから，急傾斜地危険地に指定されている箇所も多い．しかし，今回の災害発生地は山麓部が緩斜面であったため，危険地として指定されていなかった．このため，土砂災害に対する住民の不安をあおることとなった．また，土石流発生後の復旧作業を行うにあたっても，災害の状況把握や作業方針の作成が試行錯誤的に行なわれるなど，災害に対する予測や事後処理において，多くの問題を提起する事件となった．
「災害軽減に対する課題」　今回の災害は，住民にとってはまったく不意を突かれる事件であった．畑町内会はこの災害を契機に，災害の記憶を風化させず，危険性に対する認識を高め，災害発生予測と避難方法に対する独自の検討を行なった．具体的な課題は次のとおりである．
①町内斜面の監視体制の構築，②2004年災害発生地の現状保存法の検討，③災害発生斜面の特徴抽出，④土石流発生危険ちの抽出と予想される災害規模の推算，⑤斜面監視結果の伝達方法，⑥土砂災害に対する啓蒙活動．
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「岡山理科大学との共同の取組み」　上記課題①に対して，岡山理科大学生物地球システム学科西村研究室と町内会は，D-GPSを用いた風化残礫の定期的な精密位置測定を行なっている．このために，町内に独自の測量基準点を設け，斜面上の風化残礫に専用のアンテナ固定器具を設置して，礫の移動の有無を測定している．課題②に対しては，能美研究室とリーグル・ジャパン（株）で，3Dスキャナーを用いて崩壊地形をデジタル保存した．③に対しては，能美研究室で，1/2500都市計画図を基に1.5mメッシュのデジタル地形モデルを作成し，数値地形解析を行なった（能美ほか，2005）．また，この成果を受けて，現在デジタル地形モデルの作成範囲を拡大し，他の同様の斜面の有無を研究中であり，その成果は上記課題④の資料として活用が期待される．

　連絡先：TEL/FAX 086-256-9605　E-Mail: noumi@big.ous.ac.jp，nisimura@big.ous.ac.jp
写真：風化残礫上におけるD-GPSの試験測量風景








